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発生状況 原因・対策

整流装置の更改工事において、撤去した電力ケーブルを運搬した
際に、よれたケーブルが撥ねて、近傍にあった他社設備の光ケーブル
へ接触させた。これにより5本の光ケーブルがポートから抜け落ちた。

【発生日時】 2022年11月2日(水) 11時15分
【影響範囲】 通信サービスに無し
【AE社の関り】 電力設計・工事監理

【原因】
①現場を確認せず車中で作業ミーティング、KYを実施。
②撤去ケーブルが5mであったが一人で運搬。
【対策】
①作業前ミーティング、KYの重要性、内容について再教育
（現場に合ったミーティングとＫＹの実施）。
②3m以上のケーブルを運搬するとき、
または、狭隘で曲がりのある運搬ルートで運搬するとき、
は2人以上で実施する等のケーブル運搬時のルールを具体化。

現場状況

ケーブル運搬時における装置接触事故
「過去に発生した人身・人為事故事例」 ●人為（電工）

機械室

A
班
長

他事業者
自前設備

撤去電力ケーブル

撤去電力ケーブルを持
上げ、引張ろうとした際に
他事業者設備に接触

他事業者 自前設備

他事業者設備 （ポート） 抜け落ちた光ケーブル(5本)
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ＲＡ実施時は進行役の手持ち資料として活用願います作業内容の参考例を示す

ケーブル運搬時における装置接触事故
「過去に発生した人身・人為事故事例」 ●人為（電工）

リスクの特定 見積・評価（現状） リスク低減措置 措置後の注意点

Ｎ
ｏ 作業内容
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措置後の注意点

1

ケーブル運搬作業 ケーブル運搬作業において、現場での作業
ミーティング・KYを怠り、⾧尺のケーブルを1人
で運搬したことで、ケーブルが近傍にあった設
備に接触し、設備を破損させた。

A
B

C

・作業前ミーティング、KYの重要性、内容
について再教育（現場に合ったミーティング
とＫＹの実施）。
・2人以上の作業を義務付ける等のケーブ
ル運搬時のルールを具体化。

D

2

A
B
C
D

本リスクアセスメント
では、見積りの参考
点は付与しない。
各職場において、
リスク評価を行い意
識合せすること

基本ルールの１事例を示す（基本ルールは作業・現場により異なります）

種別
A:本質的対策
B:工学的対策
C:管理的対策
D:個人用保護具

参考記載について
各職場内でよりよい意
見が交わされるよう意
識合せしてください

工事監理人 現場代理人 作業者

基本ルール ・作業前ミーティング・KYが現場で確実に
実施されるよう指導する。
・リスクを洗い出し、危険ポイントがあれば
確実に対応できるよう指導する。

・作業前ミーティング・KYが現場で確実に
実施されるよう作業指示する。
・リスクを洗い出し、危険ポイントがあれば
確実に対応できるよう作業指示する。

・作業前ミーティング・KYが現場で確実に
実施する。
・リスクを洗い出し、危険ポイントがあれば
確実に対応する。
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発生状況 原因・対策

非常用エンジン回路の絶縁抵抗試験において、雨天
により作業箇所及び作業体制を変更し、当初2名で計
画していた絶縁抵抗試験を１人で実施した。
作業者は試験箇所を誤り、通電中の装置へ絶縁抵

抗試験をしてしまい、過電流継電器が動作し全館停電
となった。
（絶縁保護具を装着していたため感電はしなかった）
【発生日時】2022年11月15日（火）11時16分
【復旧日時】2022年11月15日（火）11時40分

※ 全館停電の発生復旧日時
【通信への影響】なし

【原因】
①作業主任者が現地にて作業箇所・作業体制を変更した。また、

一人作業禁止工程を一人で行った。
②作業前シミュレーションを実施せず、図面との整合確認や作業箇

所の現物確認を行わなかった。
③作業箇所の無電圧確認を怠った。
【対策】
①予定外作業を実施する際には、一旦立ち止まり、上⾧等へエスカ

レーションする。 危険作業は2人以上の体制で実施する。
②KY、作業前シミュレーションを行い、図面と現物を照合し、作業箇

所を事前に確認する。
③高圧電路作業前は、絶縁保護具を着用し、無電圧を確認する。

現場状況

「過去に発生した人身・人為事故事例」 ●人為（電保）

受電設備 絶縁抵抗測定作業における高圧部感電（恐れ）事故について

CB開放
⇒全館停電

発電機DEG
移動電源車
接続箱500kVA

エンジン
500kVA
エンジン

発電機GTG

LTP（№２）各設備へ LTP（№１）各設備へ

屋上電力室

通電中
無通電

凡例

＜事象の流れ＞
①雨天のため、作業箇所を変更
（屋上→電力室:予定外作業）
②作業体制を2班に変更
（体制変更:予定外作業）
③作業対象装置を誤認
（全員による対象装置未確認）
④作業主任者A、作業者Cが

屋上へ移動し、遮断器を投入
⑤作業主任者Aが作業者Bに

絶縁抵抗試験実施を指示
（1人作業を指示 ※本来2人作業）
⑥作業前、保護具着用・検電未実施
（検電確認未実施）
⑦誤った対象装置（通電中）にて

絶縁抵抗試験を実施
（1人作業実施）
⑧全館停電発生

当初の作業箇所

変更後の
作業箇所

B

A C

誤った作業箇所
（通電中）

絶縁試験器 溶断箇所

絶縁抵抗試験
実施
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リスクの特定 見積・評価（現状） リスク低減措置 措置後の注意点

Ｎ
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（～なので、～して、～（事故の
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措置後の注意点

1

非常用回路の絶
縁抵抗試験

作業者が図面と現地を事前に照合せず
に作業し対象作業を誤ったので、通電部
に絶縁抵抗試験をして感電する。

A

B
・作業箇所以外を事前に施錠する

C

・指示者と作業者で2WAY確認を実施す
る

・チェックシートを用いて作業を確認する
・作業箇所を作業前シミュレーションで
確認する

・作業前に無電圧を確認する

D ・絶縁保護具を着用する

本リスクアセスメントでは、
見積りの参考点は付与
しない。
各職場において、
リスク評価を行い意識合
せすること

種別
A:本質的対策
B:工学的対策
C:管理的対策
D:個人用保護具

参考記載について
各職場内でよりよい
意見が交わされるよう
意識合せしてください

基本ルールの参考例を示す（基本ルールは作業・現場により異なります）

ＲＡ実施時は進行役の手持ち資料として活用願います作業内容の参考例を示す

作業実施責任者 作業主任者 作業者

基本ルール ・当日の天候を踏まえた作業体制になってい
ることを確認する。

・作業前に、シミュレーションにて操作箇所の
確認や作業前の無電圧確認、絶縁保護
具を着用する手順となっているか確認する。

・危険工程実施時は、2人以上で実施する。
・作業前シミュレーションにて操作箇所を確認す
る。

・高圧電路の作業前には無電圧確認を徹底さ
せる。

・絶縁保護具の着用を確認する。

・作業前シミュレーションにて操作箇所を
確認する。

・高圧電路の作業前には無電圧確認
を実施する。

・絶縁保護具の着用をする。

「過去に発生した人身・人為事故事例」 ●人為（電保）

受電設備 絶縁抵抗測定作業における高圧部感電（恐れ）事故について



/空調機械室内冷凍機調査中の頭部裂傷事故
「過去に発生した人身・人為事故事例」 ●人身（FM）

発生状況 原因・対策

空調機械室内冷凍機整備作業において、制御盤のセンサー
エラー履歴を調査後、片付けの際にヘルメットを外し、ヘルメット
の下にかぶっていた布製の帽子着用の状態で、かがんだ状態から
立ち上がり、本整備作業にて開けていた制御盤の扉の角に前頭
部をぶつけ裂傷した。
【発生日時】2022年11月7日(月) 16時50分
【被災状況】作業員 34歳（経験年数9年）

前頭部裂傷（医療用ステープラーで5か所縫合）
【Ｆ社の関わり】建物維持管理業務（元請）

【原因】
・基本ルールが守られず、ヘルメットを外してしまった。
・現地KY時において、無電圧確認・バルブ誤操作禁止等の危
険工程については実施していたが、制御盤作業は日頃行って
いるものであり危険予知ができなかった。
【対策】
・建物に入館する際にヘルメット着用を全作業員・全作業毎に
周知し、指導する。

・制御盤の扉を大きく開放状態で維持する金具や、扉の角にク
ッション材の設置等の安全対策を実施する。

現場状況

盤扉

冷凍機

空調機械室

調査作業現場

布製の帽子
を着用
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リスクの特定 見積・評価（現状） リスク低減措置 措置後の注意点
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ｏ 作業内容

リスクの特定
（～なので、～して、～（事故の型）
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措置後の注意点

1

冷凍機制御盤
のセンサーエラー
履歴の調査作
業中

空調機械室内の冷凍機制御盤のセンサーエ
ラー履歴の調査作業終了後、片付けの際に
ヘルメットを外したので、かがんだ状態から立ち
上がり、開いていた制御盤の扉の角に前頭部
をぶつけ裂傷する。

A

B ・制御盤の扉の角にクッション材の設置等
の安全対策を実施する。

C ・建物に入館する時から作業終了時までヘ
ルメットを着用することを周知・指導する。

D ・個人用保護具（ヘルメット）を着用
する。

本リスクアセスメン
トでは、見積りの参
考点は付与しない。
各職場において、
リスク評価を行い意
識合せすること

種別
A:本質的対策
B:工学的対策
C:管理的対策
D:個人用保護具

参考記載について
各職場内でよりよい
意見が交わされるよ
う意識合せしてくだ
さい

作業内容の参考例を示す ＲＡ実施時は進行役の手持ち資料として活用願います

「過去に発生した人身・人為事故事例」 ●人身（FM）

作業実施責任者 作業者 備考

基本ルール ・建物に入館する時から作業終了時までヘルメットを着
用することを周知・指導する。

・建物に入館する時から作業終了時までヘルメットを
着用する。

基本ルールの参考例を示す（基本ルールは作業・現場により異なります）

空調機械室内冷凍機調査中の頭部裂傷事故
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移動中のセパレータ踏み抜きによる裂傷
「過去に発生した人身・人為事故事例」 ●人身（建築）

発生状況 原因・対策
外構にて配管トレンチの耐圧盤及び壁の鉄筋組立作業

中、作業員が現場内を移動中に突出物（ネジボルト）を
踏みつけ、左足底部を創傷した

【発生日時】
2023年11月2日（水）13時30分頃

【被災状況】
左足底部創傷 2針縫合 全治2週間 休業3日

【F社の関わり】
設計工事監理

【原因】
現場代理人と職⾧は保護キャップが取外され危険状態になった際に、以下対応が出来

ていなかった
①危険状態に変化した時の周知の仕組みが無いため指示しなかった
②危険状態に変化することへの安全対策の仕組みが無いため対策しなかった

【対策】
①-1現場代理人及び職⾧は、安全のための養生を外す必要がある場合は、

作業員全員を集め現地で実物を確認させる
①-2現場代理人は、朝礼や昼礼時に危険状態に変化する箇所を作業員に周知する
②-1現場代理人は、危険状態に変わる前に、立入禁止措置や各所に合った

効果的な注意表示を行う
《取組内容》 ・バリケードによる区画 ・カラーコーンなど視認性の高い表示

②-2現場代理人は、朝礼や昼礼時に上記措置について作業員に周知をする

現場状況
【１】敷地配置図

建物南側の外構(油タンク、及び、
トレンチ新設位置)にて事故発生

【２】事故発生位置(平面図)
鉄筋工が地下掘削部で鉄筋組立作業中、地上の資材置場に
向かう際に、床面の突出物を踏抜き左足底部を創傷した

【３】事故発生位置写真
（保護御キャップを外した状態）

【４】事故再現写真
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リスクの特定 見積・評価（現状） リスク低減措置 措置後の注意点

Ｎ
ｏ 作業内容

リスクの特定
（～なので、～して、～（事故の型）

になる）
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別 リスク低減措置

（何を、どのように実施するのか）

リス
ク

レ
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ル

措置後の注意点

1

鉄筋組立作業 外構にて配管トレンチの耐圧盤及び壁の鉄
筋組立作業中、作業員が現場内を移動中
に突出物（ネジボルト）を踏みつけ、創傷す
る。

A -

B ・突出部は保護キャップを取り付ける

C

・立ち入り禁止措置、危険個所の区画を行う
・朝礼、昼礼時に危険状態に変化する箇所を

周知する
・突出部に注意喚起表示する

D ・個人用保護具を着用する

種別
A:本質的対策
B:工学的対策
C:管理的対策
D:個人用保護具

参考記載について
各職場内でよりよい
意見が交わされるよう
意識合せしてください

「過去に発生した人身・人為事故事例」 ●人身（建築）

基本ルールの参考例を示す（基本ルールは作業・現場により異なります）

ＲＡ実施時は進行役の手持ち資料として活用願います作業内容の参考例を示す

本リスクアセスメントでは、
見積りの参考点は付与しない。
各職場において、リスク評価を
行い意識合せすること

監理者 現場代理人 作業者

基本
ルール

・施工計画書にて鉄筋組立中の突出部保護
方法について計画されているか確認する。

・危険個所の区画ルールや注意喚起表示の
ルールが決められていることを確認する。

・鉄筋組立中の突出部保護方法について計
画する。

・朝礼や昼礼時に危険状態に変化する箇所を
作業員に周知する

・現場代理人は、危険状態に変わる前に、立
入禁止措置や各所に合った注意表示を行う

・突出部に保護キャップを設置する。
・朝礼・昼礼時に立入禁止区画や危険個所の
確認を行う。

移動中のセパレータ踏み抜きによる裂傷


